
　雲仙復興事務所が推薦した星野建設㈱が先月10月25日東京で「循環型社会の形成に向け継続的、地道に
実績を上げ教育等に貢献している」という理由で「リデユース・リユース・リサイクル推進協議会会長賞」を受賞
しましたので11月7日（月）、職員らが参加し報告会が行われました。
　３Ｒ活動とはリデユース（発生抑制）・リユース（再使用）・リサイクル（再生利用）が目的であり、今回受賞した
取り組みのテーマは平成19年度から始め現在も進めている「ヤギ・羊のライフサイクルを中心とした３Ｒ活動」
で、同社土木工事部の中田大和氏より
　　①ヤギ羊による公用地の除草活動＜発生抑制＞
　　　②アオサの飼料化＜再生利用＞
　　　③動物を通じた地域交流・エコ教育活動＜エコ教育＞
について、マイルドでかわいい画像での説明がありました。
　田村事務所長より「地域に生きる建設業ならではの取り組み。
今後もさまざまな広がり。波及が望めるのでは！」とエールが贈られました。

「３Ｒ推進活動受賞」報告会を開催　！
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